
 

 

     

 

 

                          校長：須藤 美香 Tel：0880-24-0006    

                                           

７月の生活目標：学級で考えましょう 

 

通知表（あゆみ）の見方について 
 １５日（金）、1９日（火）と学期末懇談になっています。どうぞよろしくお願いします。特に通

知表が初めての 1年生は、どのようなものなのか、1学期どんな様子だったのかどきどきされてい

ることと思います。通知表は、各学期での子どもの学習過程の記録です。学校生活全般において、ど

のような内容で学習を頑張れていたのか、また、努力が必要なことが何かを表しているものです。 

テスト結果だけでなく、授業に臨む態度や意欲、ノート等の提出物、学習の記録、成果物への取組

姿勢や作品なども評価するようにしています。学級での順位や「よくできる」「できる」「もうすこ

し」の人数制限もありません。ですから、友達や兄弟等と比較をしたり、「よくできる」「もうすこ

し」の○の数を数えたりするのではなく、お子さんのできているところや伸びているところがさら

に伸びるようにほめ、努力が必要なことについては一緒に課題に向き合い、支援していただければ

と思います。 

 

【学習の記録について】 

 各教科の各観点のねらいの達成状況に応じて、「よくできる」「できる」「もうすこし」の 3段階で

評価しています。 

基本的には、各観点のねらいが達成されていれば「できる」としています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 【行動の記録について】 

 他の子どもとの比較ではなく、個人の中で、特によく頑張っていたものには「よくできる」、頑

張ってほしいものには「もうすこし」に○が付きます。 

 

 【総合的な学習の時間について】 

 総合的な学習の時間（3年生から 6年生）は、各学年のテーマにそって、「活動への意欲・課題

の見つける力・情報を集める力・課題を解決する力・伝え合う力・協働する力」などの力の中でど

のような力が発揮できていたか、伸びてきたかを具体的に記載しています。 

 

 【外国語活動について】 

 週 1時間、3・4年生で学習しています。学習への意欲や学習中の態度などを中心に記載してい

ます。（5・6年生の外国語科【週 2時間】は、教科になっていますので国語科などと同じように

評価しています。） 
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《めざす子ども像》 

○かしこい子 

○やさしい子 

○元気な子 

― 役に立つ喜びを知る子 ― 

令和４年７月１４日（木） №１８ 

「できる」・・・・・各観点においてねらいが達成（十分からおおむね）されている状況であれば、「でき

る」に○が付きます。 
「よくできる」・・・「できる」の中で、学習態度や発言内容などを含め、ねらいを大きく上回っている状

況であれば「よくできる」に○が付きます。 
「もうすこし」・・・観点のねらいが達成されていなかったり努力が必要であったりする場合には、「もう          すこし」に○が付きます。 



 【道徳について】 

 一面的な見方から多面的な見方へと発展しているか、道徳的な価値を自分との関わりの中で深め

ているかなどについて、発言内容やワークシートの記述内容から読み取りその子どもの伸びについ

て記載しています。 

  

 【活動の記録について】 

 一人一人の学校生活の中での頑張りやすばらしい行動などを具体的に記載しています。 

 

 【1年生の通知表について】 

 1年生の 1学期の通知表は、小学校初めての通知表です。就学前の経験が一人一人違いますの

で、あわてず、ゆっくり、良い面を伸ばすようにしてあげてください。何よりもほめることが自信

と意欲に繋がります。1学期の学習は、2段階評定で「よくできる」「できる」の両方を「でき

る」とし、もうひといき頑張ってほしいものを「もうすこし」としています。2学期からは、他学

年と同じように各教科の観点別は「よくできる」「できる」「もうすこし」の 3段階評定となりま

す。 

 

      

  

 

 先日、6年生は国語科の研究授業を行いました。単元名を「投稿デビュー 

ぼく・わたしはこう考える！～書き手の説得の工夫を読み取る～」として、

「インターネットの投稿を読み比べよう」の教材を活用して学習をしていき

ました。 

これまで、記事を書き新聞に投稿した経験の子どもはいますが、社会

に開かれた議論の場に参加した経験やインターネット上での交流の場を

想定して読んだり書いたりする学習経験は初めてとなります。公開授業

では、「説得の工夫や表現の効果に気を付けながら、自分の意見をまとめる

ことができる」を目標として学習をしました。課題は「『さんぽセル』の利

用は賛成？反対？」です。「さんぽセル」に

ついては、ニュース等でご存知の方も多い

かと思います。子ども達は、タブレットを

活用して調べたことをもとに意見文を入

力し、全体で共有したり友達からのアドバ

イスをもらったりしました。この意見文が

仕上がったら東又小学校のホームページ

に掲載する予定です。楽しみにしていてく

ださい。 

 

 

 
社会科の学習に関連して須崎法人会主催の「租税教室」 

を行いました。講師は東又在住（東又小出身）の国元陸登 

さんです。税金がどのようなものに使われているか、なぜ 

必要かなど分かりやすく話してくれました。 

 明治時代にうさぎ飼育ブームとなり、うさぎ税があったと 

いう話は初めて聞きました。ご存知でしたか？ 

授業紹介・６年生 味元先生 

タブレットの意見文を見ながらの交流 

賛成か反対か意思決定をしています 

 

意見文を入力中 租税教室・6年生 


